
（別紙３）

～ 2025年11月30日

（対象者数） 13 （回答者数）
11

～ 2025年　11月　15日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

他の校の支援方法なども参考にしながら取り組む。

2

色々な経験をしていく。失敗してもそこから学ぶことがある

ことに気付けた時は褒めていく。

3

２か月に1度「おしゃべり会」を設け、珈琲を飲みながら保護

者間でも交流を計ってもらう予定。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

近くに同じ会社の通信高校があるのでそこも利用しながら支

援を行っていく。

2

決まったカリキュラムはないが、学習時間を毎日設けてい

る。

3

お子様の様子などを職員間で共有し支援に繋げているところ。 毎日の朝礼・終礼時に子どもの様子などを確認し合っている。

子どもたちが自分でスケジュール管理が出来るようになってき

ているところ。

予定表を使って自分で考えて作成していく。分からない時は選

択肢を与えて本人に決めてもらう。

保護者様とのつながりを持つために工夫している。 懇談時とは別に保護者様やご兄弟のエコクラフトなどの作品作

りを提供し、指先を使いながら普段の家庭の様子などを伝えて

もらっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

建物が古く、階段が急なため、常に注意を払っている。 建物に関しては仕方がないので、狭い階段を上るときはしずか

にあがるよう指導員が声を掛けていきます。

決まったカリキュラムがない。 年齢幅があり特に決まったカリキュラムは設けてはいない。

2025年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス夢未来宝塚

○保護者評価実施期間
2025年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


